
総
務
大
臣
　
　
松ま

つ
も
と本
剛た

け
あ
き明

は
じ
め
に

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
総
務
大
臣
を
拝
命
し
ま
し
た
、
松

本
剛
明
で
す
。

　

着
任
以
来
、
総
務
省
は
、
国
の
根
幹
を
支
え
、

そ
し
て
国
民
生
活
の
基
盤
と
な
る
地
方
行
財
政
、

選
挙
、
消
防
、
情
報
通
信
、
放
送
、
郵
便
、
行
政

評
価
、
統
計
な
ど
重
要
な
行
政
分
野
を
幅
広
く
所

管
す
る
省
だ
と
改
め
て
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

総
務
大
臣
と
し
て
、
緊
張
感
を
も
っ
て
全
力
で

職
務
に
取
り
組
み
、
国
民
の
皆
様
に
届
く
よ
う
な

政
策
が
実
現
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
変
革
へ
の
対
応

　

ま
ず
、
岸
田
内
閣
の
最
重
要
施
策
で
あ
る
「
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
」
に
つ
い
て
、
地
方

行
財
政
や
情
報
通
信
を
所
管
す
る
総
務
省
と
し

て
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
」
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
地
方
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
基
盤
の
整

備
や
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
５
Ｇ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
都
市
・
地

方
で
の
一
体
的
整
備
や
、
地
方
に
お
け
る
光
フ
ァ

イ
バ
の
整
備
及
び
維
持
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
地

方
分
散
や
、
光
海
底
ケ
ー
ブ
ル
の
整
備
な
ど
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
た
め
、
地
方

自
治
体
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
・
育
成

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
令
和
７
年
度
ま
で
の
情

報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム
へ
の
円
滑
な

移
行
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
活
用
、
行
政

手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
推
進
、
地
域
社
会
の
デ

ジ
タ
ル
化
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
関
係
省
庁
と
連
携
し
、
自
治
体
の
取
組
へ
の

支
援
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　

特
に
、
各
自
治
体
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
Ｄ
Ｘ

の
取
組
を
推
進
す
る
た
め
の
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の

確
保
・
育
成
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
が
急
務
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
等
に
お
い
て
、
市
町
村

支
援
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
に
要
す
る

経
費
や
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
取
組

の
中
核
を
担
う
職
員
の
育
成
に
要
す
る
経
費
等
に

つ
い
て
、
地
方
財
政
措
置
を
創
設
し
ま
し
た
。
ま

た
、
関
係
機
関
の
研
修
の
充
実
な
ど
総
務
省
に
よ

る
取
組
を
強
化
し
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
消
防
・
防
災

の
高
度
化
を
推
進
し
ま
す
。

令
和
５
年 

総
務
大
臣 

年
頭
所
感
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
は
、
重
要

な
政
策
テ
ー
マ
の
１
つ
で
す
。
累
計
の
申
請
件
数

は
、
顔
写
真
付
の
本
人
確
認
書
類
と
し
て
最
も
普

及
し
て
い
る
運
転
免
許
証
の
保
有
者
数
を
超
え
た

と
こ
ろ
で
す
。
引
き
続
き
、
令
和
４
年
度
末
ま
で

に
ほ
ぼ
全
国
民
に
行
き
渡
ら
せ
る
と
い
う
政
府
目

標
を
踏
ま
え
、
申
請
促
進
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
と
な

る
カ
ー
ド
の
申
請
期
限
を
２
月
末
ま
で
に
延
長
し

た
こ
と
と
あ
わ
せ
、
自
治
体
に
お
け
る
交
付
体
制

の
確
保
や
郵
便
局
を
活
用
し
た
申
請
サ
ポ
ー
ト
、

自
治
体
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
全
国
展
開
な
ど
の
利

便
性
向
上
に
係
る
施
策
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
郵
便
局
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、

住
民
の
利
便
性
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
更
な
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
つ
な
げ
る
た

め
、
今
後
、
郵
便
局
に
お
い
て
、
郵
便
局
と
市
町

村
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぐ
こ
と
等
に
よ
り
、
市

町
村
に
よ
る
本
人
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
制
度
改
正
の
検
討
な
ど
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
の
み
な
ら

ず
、
年
齢
、
障
害
の
有
無
、
居
住
地
等
に
か
か
わ

ら
ず
、
安
心
安
全
に
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
、
豊
か

な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る

た
め
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
行
政
手
続
等
に
関
し
て
、
高
齢
者
等
に
対
す
る

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
障
害
者
の
情
報
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
促
進
等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
テ
レ

ワ
ー
ク
の
導
入
率
が
低
い
地
方
部
な
ど
を
中
心

に
、
そ
の
一
層
の
普
及
定
着
に
取
り
組
み
ま
す
。

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
と

グ
リ
ー
ン
化
の
推
進

　

地
方
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

な
ど
の
様
々
な
課
題
に
直
面
し
、
そ
の
解
決
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
我
々
の
使

命
は
地
方
を
元
気
に
す
る
こ
と
で
あ
る
と
認
識

し
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
ロ
ー
カ
ル
１
０
，

０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
含
め
、
新
年
度
か
ら
創

設
予
定
の
「
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
制

度
」
に
よ
り
、
地
域
で
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
推

進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
隊
員
数
を
令
和

８
年
度
ま
で
に
１
万
人
へ
拡
充
す
る
こ
と
を
目
標

に
、
新
年
度
か
ら
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊 

受
入
サ

ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
」
で
支
援
の
充
実
を
図
り
、
地
方

へ
の
人
の
流
れ
の
創
出
・
拡
大
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
都
市
部
の
企
業
人
材
に
地
域
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
「
地
域
活
性
化
起
業

人
」の
推
進
や
、
移
住
の
相
談
窓
口
で
あ
る「
移
住
・

交
流
情
報
ガ
ー
デ
ン
」
の
活
用
促
進
と
と
も
に
、

地
域
運
営
組
織
の
多
機
能
化
等
に
関
す
る
取
組
を

推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
方
公
共
団
体
が
、
地
域
脱
炭
素
の

取
組
を
計
画
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
令
和
５
年

度
地
方
財
政
計
画
に
お
い
て
、
新
た
に
「
脱
炭
素

化
推
進
事
業
費
」
を
１
０
０
０
億
円
計
上
す
る
ほ

か
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
進
め
る
「
分
散

型
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
展
開

等
に
よ
り
、
地
域
脱
炭
素
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、「
過
疎
法
」
に
基
づ
き
、
過
疎
地
域
の
持
続

的
発
展
に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の

推
進
に
よ
る
安
全
・
安
心
な
く
ら
し

の
実
現

　

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
等
の
推
進
に
よ
る
、

安
全
・
安
心
な
く
ら
し
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
ず
、
岸
田
内
閣
に
お
け
る
「
閣
僚
全
員
が
復

興
大
臣
」
と
の
強
い
思
い
の
下
、
就
任
し
て
最
初

の
視
察
先
と
し
て
福
島
県
を
訪
問
し
、
復
旧
・
復

興
に
向
け
た
取
組
と
現
場
の
声
を
聞
い
て
ま
い
り

ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
、

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

近
年
の
災
害
の
多
様
化
・
激
甚
化
・
頻
発
化
や
、
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今
後
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
巨
大
地
震
を
踏
ま
え
、

防
災
・
減
災
・
国
土
強
靭
化
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
現
場
の
最
前
線
で
国
民
の
生
命
・
財

産
を
守
る
消
防
の
果
た
す
役
割
は
益
々
増
大
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
緊
急
消
防
援
助
隊
や
常
備
消
防
の

充
実
強
化
、
地
方
公
共
団
体
の
災
害
対
応
能
力
の

強
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
消
防
団
を
中
核
と

し
た
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
特
に
、

団
員
数
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
消
防
団
に
つ
い

て
は
、
団
員
確
保
に
全
力
を
挙
げ
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
被
災
団
体
の
応
援
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
、
必
要
な
消
防
部
隊
や
応
援
職
員
を
円
滑

に
派
遣
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
都
道
府
県
等
が
技
術
職
員
を
確
保
し
、

技
術
職
員
が
不
足
す
る
市
町
村
の
支
援
・
災
害
時

の
中
長
期
派
遣
を
行
う
体
制
の
更
な
る
強
化
を
図

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
被
災
団
体
の
財
政
運
営
に
支
障
が
生

じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
地
方
交
付
税
や
地
方
債

に
よ
る
地
方
財
政
措
置
を
講
じ
、
被
災
地
の
復
旧・

復
興
に
向
け
、
適
切
に
対
応
し
ま
す
。

　

加
え
て
、
災
害
時
の
通
信
手
段
の
確
保
・
強
靱

化
や
、
通
信
基
盤
の
早
期
復
旧
に
向
け
た
官
民
の

連
携
・
協
力
体
制
の
整
備
等
に
引
き
続
き
取
り
組

む
と
と
も
に
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
光
化
に
よ
る

放
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
耐
災
害
性
強
化
等
を
通
じ

て
、
災
害
時
に
も
情
報
を
確
実
に
届
け
ら
れ
る
環

境
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
的
確
な
運
用
を
行
う

た
め
の
取
組
や
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
想
定
し
た
住

民
避
難
訓
練
の
実
施
に
よ
り
、
国
民
保
護
体
制
の

整
備
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
５
月
の
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
や
関

係
大
臣
会
合
の
円
滑
な
開
催
に
向
け
、
政
府
を
挙

げ
取
り
組
む
中
で
、
総
務
省
と
し
て
は
、
地
元
消

防
本
部
な
ど
と
し
っ
か
り
連
携
し
、
万
全
な
消
防・

救
急
体
制
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
等
を

支
え
る
地
方
行
財
政
基
盤
の
確
保

　

活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
等
を
支
え
る
地
方

行
財
政
基
盤
を
確
保
し
ま
す
。

　

現
在
、
地
方
制
度
調
査
会
に
お
い
て
、
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
の
経
済
社
会
に
的
確
に
対
応
す
る
観
点
か

ら
、
国
と
地
方
公
共
団
体
の
関
係
の
在
り
方
や
地

方
議
会
の
在
り
方
等
が
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨

年
末
に
は
、「
多
様
な
人
材
が
参
画
し
住
民
に
開

か
れ
た
地
方
議
会
の
実
現
に
向
け
た
対
応
方
策
に

関
す
る
答
申
」
が
決
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

答
申
の
趣
旨
の
実
現
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
人
口
構
造
等
の
変
化
や
リ
ス
ク
に
対

応
し
、
持
続
可
能
な
形
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
間
の
多
様
な
広
域
連

携
を
進
め
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
地
方
財
政
対
策
に
お
い
て
は
、

地
方
公
共
団
体
が
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応

え
つ
つ
、
地
域
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
脱
炭
素
化
の
推

進
、
地
方
公
共
団
体
の
施
設
の
光
熱
費
高
騰
へ
の

対
応
な
ど
様
々
な
課
題
に
対
応
し
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
安
定
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
一
般
財
源
総

額
に
つ
い
て
、
交
付
団
体
ベ
ー
ス
で
、
前
年
度
を

０
・
２
兆
円
上
回
る
62
・
２
兆
円
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
地
方
交
付
税
総
額
に
つ
い
て
も
、
前
年

度
を
０
・
３
兆
円
上
回
る
18
・
４
兆
円
を
確
保
で

き
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
額
を
前

年
度
か
ら
０
・
８
兆
円
抑
制
し
た
１・
０
兆
円
と

し
、
そ
の
残
高
を
２・
９
兆
円
縮
減
す
る
な
ど
、

財
源
確
保
と
財
政
健
全
化
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
内
容
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

主
な
歳
出
項
目
に
つ
い
て
は
、「
地
域
デ
ジ
タ

ル
社
会
推
進
費
」
２
０
０
０
億
円
に
つ
い
て
、
事

業
期
間
を
令
和
７
年
度
ま
で
延
長
す
る
と
と
も

に
、
令
和
５
年
度
及
び
令
和
６
年
度
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
活
用
特
別
分
と
し
て
、
５
０
０

億
円
増
額
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
「
脱
炭
素
化
推
進
事
業
費
」
を

１
０
０
０
億
円
計
上
す
る
ほ
か
、
学
校
、
福
祉
施
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設
、
図
書
館
、
文
化
施
設
な
ど
地
方
公
共
団
体
の

施
設
の
光
熱
費
の
高
騰
を
踏
ま
え
、
一
般
行
政
経

費
を
７
０
０
億
円
増
額
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

各
地
方
公
共
団
体
に
お
か
れ
て
は
、
今
回
の
対

策
を
踏
ま
え
、
地
域
の
課
題
に
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
は
、
自
動
車

税
等
の
環
境
性
能
割
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
半
導

体
不
足
等
の
状
況
を
踏
ま
え
、
異
例
の
措
置
と
し

て
、
現
行
の
税
率
区
分
を
令
和
５
年
末
ま
で
据
え

置
く
こ
と
と
し
た
一
方
、
今
後
３
年
間
の
措
置
と

し
て
、
よ
り
環
境
性
能
の
良
い
車
両
の
普
及
を

後
押
し
し
て
い
く
た
め
、
税
率
区
分
を
段
階
的
に

引
き
上
げ
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

引
き
続
き
、
住
民
生
活
に
密
着
し
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
支
え
る
地
方
公
共
団
体
の
税
収
を
し
っ
か

り
確
保
す
る
と
と
も
に
、
税
源
の
偏
在
性
が
小
さ

く
税
収
が
安
定
的
な
地
方
税
体
系
の
構
築
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
効
果
的
・
効
率

的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確
保
す
る
た
め
、

定
年
引
上
げ
の
円
滑
な
実
施
や
、
会
計
年
度
任
用

職
員
制
度
の
適
正
な
運
用
等
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
男
性
職
員
の
育
児
休
業
等
の
取
得
を

始
め
、
地
方
公
務
員
の
女
性
活
躍
や
働
き
方
改
革

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

女
性
の
活
躍
推
進
は
、
例
え
ば
、
消
防
分
野
に

お
い
て
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
女
性
の
消
防

職
員
及
び
団
員
の
更
な
る
増
員
対
策
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
で
決
定
し
た
「
Ｗ
ｉ

ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
政
策
の
考
え
方
」
に
基
づ

く
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
円
滑
な

実
施
等
に
向
け
、
私
を
本
部
長
と
す
る
地
方
連
携

推
進
本
部
の
下
、
全
て
の
都
道
府
県
、
政
令
市
と

の
連
絡
体
制
も
活
用
し
な
が
ら
、
丁
寧
に
現
場
の

声
を
聞
く
こ
と
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
と
の
連

携
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
社
会
基
盤
の
確
保

　

社
会
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
、
郵
政
事
業
、
行

政
相
談
、
公
的
統
計
の
整
備
、
主
権
者
教
育
な
ど

の
取
組
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

　

行
政
相
談
に
つ
い
て
は
、
行
政
相
談
委
員
と
共

に
、
お
困
り
の
方
の
声
を
真
摯
に
お
聞
き
し
、
寄

り
添
っ
て
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
の
活

用
に
よ
っ
て
多
様
な
手
段
を
整
備
し
、
行
政
相
談

の
更
な
る
利
用
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
社
会
情
勢
の
変
化
も
踏
ま
え
、
各
府

省
の
行
政
運
営
の
改
善
に
向
け
、
政
策
評
価
が
よ

り
機
能
を
発
揮
し
て
い
く
よ
う
各
府
省
の
政
策
立

案
段
階
や
実
施
段
階
の
効
果
検
証
に
関
す
る
取
組

へ
の
支
援
等
を
具
体
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
情
勢
の
変
化
を
正
確
に
捉
え
る
統
計
の
重

要
性
は
、
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
本
年
10

月
に
住
生
活
の
実
態
を
調
査
す
る
「
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
」
を
実
施
す
る
ほ
か
、
国
の
基
幹
と
な

る
各
種
統
計
調
査
を
確
実
に
実
施
し
、
社
会
経
済

政
策
に
必
要
な
統
計
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
行
政
手
続
法
」
や
「
行
政
不
服
審
査

法
」
な
ど
、
行
政
を
支
え
る
基
本
的
な
法
制
度
の

適
正
な
運
用
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
テ
レ
ワ
ー

ク
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
取
組
の
広
が
り

に
資
す
る
よ
う
、
行
政
の
業
務
の
見
直
し
に
着
実

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

選
挙
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
臨
時
国
会
に
お
い

て
成
立
し
た
区
割
り
改
定
法
、
令
和
５
年
統
一
地

方
選
特
例
法
及
び
在
外
国
民
審
査
法
の
円
滑
な
運

用
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
期
日
前
投
票
所
の
増

設
や
在
外
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
の
導
入
検
討
に

も
取
り
組
み
、
主
権
者
教
育
の
推
進
や
、
有
権
者

の
投
票
環
境
の
整
備
に
、
引
き
続
き
努
め
ま
す
。

む
す
び

　

皆
様
の
本
年
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
し
、

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
５
年
１
月
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